
      １人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立倉敷青陵高等学校 

実践者等 西川紗絵子 実践日 令和３年１１月９日 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

芸術･美術Ⅰ 

対象生徒（学年等） １年生 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

自分をモチーフにしたエンブレムデザイン 

使用したアプリ等 カメラ、スライド 

実践の概要（ねらい等） 
端末を活用し、自分のデザイン案を他者と共有し、アドバイ

スし合う 

実践の内容 

（１）生徒が自分のデザイン案をカメラ機能で撮影 

 ・必要に応じて画質調整、トリミングをさせる。 

 

（２）共有ドライブ上のスライドに画像を貼り付け、作品のコンセプトを入力 

・教師側があらかじめスライド内に生徒の人数分の

ページを準備し、ページ番号で生徒を割り当てる。 

・スライドに操作指示を書いておくことで、視覚   

的に手順がわかるようにする 

 

（３）他者のスライドをみて、コメントを入力 

 ・コメント機能で、他者のスライドに「感じたこと、コンセプトを伝えるためのアドバイス」

を入力する。 

 ・生徒にコメントのポイントについて説明しておく。 

（４）自分のスライドをみて、他者からのコメントを確認 

・他者のスライドも見ることで、デザインの工夫や他者の作品のよさに気づくことができるよ

うにする。 

 

（５）アドバイスをもとに自分のデザイン案を再考 

参考となる HP等  

 


